
有限会社 協栄電設工業

サステナビリティ経営方針
サステナビリティ経営メッセージ Sustainability management policy
「技術力とは技術と人間性で構築されている」という言葉があるように、弊社従業員の実直な日々の技能研鑽が、高い技術力に基づくサービス品質に
繋がっています。更なるサービス体制の拡充を目指し、またSDGsへの対応をはじめとする企業の社会的責任を果たすため、環境保全・社会貢献に
取り組み、地域やお取引先の皆様との共存共栄を果たしてまいります。

◆ミッション：一、安全第一主義 二、企業倫理遵守 三、顧客満足思想

◆バリュー：お客様のために何ができるかを常に考え、三方よしを実現する

◆ビジョン：自社の工事技術を最大限活用する中で、環境・社会に配慮した事業を
展開し、地域インフラに貢献できる企業に成長していく

◆プリンシプル：お客様の様々な事業をトータルサポートし、地域社会に貢献する

事業活動 持続可能な社会の実現へ

財務資本
総資産

5.1億円

物的資本

観音事務所
三原事務所

人的資本
国家資格保有者
多数在籍

知的資本
電気・計装・通信
等幅広く、特殊工
事を含めた豊富な
業務実績を蓄積

関係資本
大手企業からの
安定した受注

経
営
資
本

マテリアリティ

安全・安心な
職場の確保

品質の維持向上

従業員に
Well-beingを

レジリエントな
社会の実現

コンプライアンスの
徹底
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取組方針

1.従業員への労働安全教育の実施により、労働安全衛生水準
の維持・向上に取組む

2.安心な職場の提供により、従業員が不安を抱えることなく、
やりがいを持って仕事に取組める環境を維持していく

国家資格保有者の拡充および技術力の強化により、お客様からの
確かな信頼を確保していく

当社で働くすべての従業員が仕事もプライベートも幸せであるように
働きがいと働きやすさを追求していく

レジリエント社会の実現のため、災害時に早急に被害の全容を
把握し、地域インフラ復旧に貢献していくため、ドローン事業を
開始する

コンプライアンス遵守のための規定策定および研修の継続実施
による、社員の倫理教育の徹底

外部環境
マクロ環境

ミクロ環境

地球温暖化による自然災害リスクが高まり、政治経済においても不透明な世界情勢となっている中、環境・地域社会に配慮した取組みへの社会的機運が
高まっている。また、電気・通信・計装工事業界においては、公的資格保有の厳正化、DXによる技術革新が進んでいる。

大手企業と強固な取引関係を結んでいる。一方、同グループは世界情勢・世界経済に業績が左右されることから、当社の受注状況にも大きく影響する。

INPUT OUTPUT OUTCOME

企業理念

社会価値・経済価値創出

すべての人に
健康と福祉を

質の高い教育を
みんなに

働きがいも
経済成長も

住み続けられる
まちづくりを

平和と公正を
すべての人に

目標値

重大事故件数0件の維持

2026年
1on1ミーティングの実施
1回/年（全従業員）

2030年
一級電気工事施工管理技士 1名増
一級電気通信工事施工管理技士 2名増

2026年
人事制度、各種規定の見直し
キャリア支援制度の導入

2026年
コンプライアンスマニュアル策定
年2回のコンプライアンス研修の
実施(受講率：100%）

技術シェアリング 国内外問わず、当社の電気・計装・通信等の
技術を伝承し、産業の発展に幅広く貢献していく

2030年
ドローンの遠隔情報共有システム
の導入
一級無人航空機操縦士２名増

質の高い教育を
みんなに

パートナーシップで
目標を達成しよう

2024年
国内外年間4件 現場への技術者派遣
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